
 

   

令和元年６月２９日（２０１９） 第００７３号

号 
『開業したてのころ』 

院長メモ 

 

１９９９年１２月に盛岡市にほど近い滝沢村（現：滝沢市）に開業した。１２月に開業したのは、風邪のシ

ーズンだと幾らか患者さんが来てくれるだろうと思ったからである。 

 勤務していた病院で、私の開業を聞きつけた消化器外科の同僚が私に言った。「先生大丈夫、心配

することないから。開業した友人に聞くと、最初はやはり患者は全く来ないそうだ。でもそれを見ていた

近所の人が、あれでは可哀想だから私だけでも行ってやるか、と一人、また一人と来てくれるらしい。そ

して数年経って何十人か来るようになるらしいよ。心配すること無いよ。」励ましてくれたつもりだろう

が、かえって不安になった。 

 開業２日目、患者さん０人。診療室の奥で看護師が深いタメ息をつくのが聞こえた。頼むからタメ息だ

けはつかないでくれと頼んだ。患者はいないのに MR、MSの人達がひきもきらさず来てくれた。この人

達が来てくれたお陰で、間がもててありがたかった。 

まず宣伝をしないといけないだろうと考えた。電柱広告、冷静になってみればいったいどれだけの人

があの広告を見て来院するのか？ちなみに私はこれまでそのような広告があることを知らなかったし、

あれを目印に運転でもしようものなら事故になるのがおちである。バスの音声広告も出した。試しにそ

の路線に乗ってみた。盛岡北高前の停車場で学生が多数おりて、次の当院前の停車場で当クリニック

の音声広告を聞いたのは私一人だった。 

あまりに可哀想と思ったらしく、ある MS さんが “先生、滝沢役場裏の公民館で老人の健康教室があ

りますので、その際入口で血圧測定をやって顔を売りましょう。”と言ってくれた。いつも酒臭い MSだっ

たのが気になったが、せっかくだからと思ってやってみた。 

ばあさんが一人、嫁の悪口をひとしきり言って帰っていっただけだった。 

 初めてのレセプト提出。チェックの仕方もよく分からないまま社会勉強も兼ねて社会保険事務所に提

出しに行った。ジャンバーのポケットに数十枚のレセプトを輪ゴムでまとめて持って行った。他院の事務

員と思しき人が、風呂敷に大量のレセプトを持ち込んでいた。気持ちが滅入るので、翌月からは郵送に

した。 

 ある時、勤務医時代の上司であった先生が宴席で私に言った。「髙橋君！私も君のクリニックを宣伝

しているから。タクシーに乗った時は必ず、あのクリニックの医者は腕がいいって評判らしいな！と運転

手に言ってやってるからな。タクシー運転手の口コミはすごいぞ！！」浅はかなことに（よほど困ってい

たのだろう）私はこれだ！と思った。（思ったのだと思う） 

ある時、飲み会の帰りのタクシーの中で運転手に話しかけた。「あのクリニックの医者は腕が良いっ

て評判らしいね・・・」あまり話しも盛り上がらず聞いているだけだった運転手氏が、自宅前で私につり銭

を渡しながら言った。「先生、先生はあのクリニックのお医者さんでしょう？私行ったことありますよ・・・」

それ以外にも何か言われたような気もするが、全く覚えていない。その時の記憶全体が歪んで（？）し

まっている。顔がボーっと下から上まで順番に赤くなるのが分かった。たとえ地面がアスファルトに覆わ

れていようと、何とかして穴を掘って入りたい気分であった。しばらくの間、私はタクシー恐怖症（？）に

なった。半年以上はタクシーに乗らなかったように思う。 

 

 開業して２０年目に入った。お蔭様で患者さんもそれなりに増え、看護師の深いタメ息を聞くことも無く

なった。この仕事が楽な商売でないことも、充分に学習した。多少疲れてサボリたいと思うこともある

が、そんな時あの恥ずかしいことを想い出すと、どういう訳かがんばれるから不思議である。 

 

 

 

 



 

 

このマガジンは当クリニックホームページ（クリニック便り）でもご覧になれます。 

検 索 ゆとりが丘クリニック 

  

日 月 火 水 木 金 土 

 1 2 3 4 5 6 

⑦ 8 9 10 11 12 13 

⑭ 15 16 17 18 19 20 

㉑ 22 23 24 25 26 27 

㉘ 29 30 31  

 

○=休診日  

★=診療時間変更 

 

（日曜・祭日は休診日です） ２０１９年７月 

休日当番医 

当日のスケジュールなど詳しくはチラシをご覧ください 

毎週 水曜日
．．．

・土曜日
．．．

は 

午前診療になります 
 

★ ７月１５日（月） 休祭日当番医 

 

 
※都合により変更になる事がございます。 

ご了承願います。 


